
 

 

2022年 11 月 24日 

 

送迎バス内の降車確認（置き去り防止）に向けた実証実験について 

 

アイテック阪急阪神株式会社（本社：大阪市福島区、社長：水本好信、以下「アイテック阪急阪

神」）は、兵庫県伊丹市（市長：藤原保幸）と2022年12月1日から、送迎バス内におけるお子様の降

車確認（置き去り防止）に向けた実証実験を開始します。 

 

■実証実験について 

【目  的】 

昨今、送迎バス車内にお子様が置き去りになる事故が相次いで発生しており、いずれの事故も車

内確認業務の失念や思い込みが原因として挙げられています。アイテック阪急阪神は、これらの事

故を未然に防ぐため、送迎バスを利用するお子様に配慮するとともに、送迎バス内の確認業務フロー

に適した仕組み・サービスの確立を目指すため、伊丹市と協力のうえ、実証実験を行います。 

【期  間】 

2022年12月1日～2022年12月下旬予定 

【対象施設】 

伊丹市立こども発達支援センター「あすぱる」の送迎バス 

【概  要】 

スマートフォンアプリを用いて、車内確認業務を確実に実施できる仕組みを検証します。車内

の確認が完了していない場合は、確認業務を行う職員等に通知するとともに、更に、一定時間、

アプリが起動されない場合や確認完了が行われない場合は職員室にも通知することで、運転手や

同乗する職員の確認に加えて、職員室側と二重にチェックする仕組みを検証します。 

 

●検証パターン① 

バスの全座席にQRコードを設置し、お子様が降車した後に職員等がスマートフォンアプリ「車

内見守り用アプリ（仮称）」でQRコードを読み取ります。お子様が座席などに隠れていても発見

できるようQRコードの設置位置を工夫します。全ての座席のQRコードを読み取ると「確認完了」

となり、メールで職員室に通知します。 

 
※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 
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●検証パターン② 

  通園かばん等にビーコンタグを入れておき、お子様が降車した後に職員がスマートフォンアプ

リ「車内見守り用アプリ（仮称）」でビーコンタグの電波が残っていないか確認します。電波が

残っていない場合、「確認完了」となり、メールで職員室に通知します。 

 

 

以  上 

 

■会社概要 

商   号 ： アイテック阪急阪神株式会社 

本社所在地 ： 大阪市福島区海老江1丁目1番31号 阪神野田センタービル 

代 表 者 ： 代表取締役社長 水本 好信 

設   立 ： 1987年7月 

事 業 内 容 ： 交通システム・エンタープライズソリューション・ 

インターネットソリューション・医療システム・ビルシステム・ 

地域ＢＷＡ・あんしんサービス・ネットワークインフラソリューション・ 

システム開発受託・コールセンター 

Ｕ Ｒ Ｌ ： https://itec.hankyu-hanshin.co.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本リリースに関するお問合せ先】 

アイテック阪急阪神株式会社 

ファシリティ事業本部 営業部 営業３課 担当：小林（香） 

TEL：06-6347-0381（9：30～17：00／平日）  

E-Mail：M1-ML@itec.hankyu-hanshin.co.jp  

https://itec.hankyu-hanshin.co.jp/

